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病理剖検輯報に収載された原因不明の突然死の剖検所見
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目的　臨床的に死因が明らかでない突然死の病態解明を目的として，全国の病理剖検で得られた

情報を再検討した。

方法　研究対象は，平成4～6年度の病理剖検輯報（第35～37輯）から抽出した，臨床診断名が
「突然死」の5歳以上の症例である。原則として病理医が記述した主病診断名を突然死の直

接死因として採用した。主病診断名に基礎疾患や詳細不明の病態が記載されている場合は，

副病変欄記載事項から死亡に最も支配的と考えられる所見を死因とした。剖検により死因が

同定された症例と剖検によっても死因が同定されなかった症例に分け，それぞれにおける病

理所見を頻度とともに記述した。また，発症年齢の差異についても検討した。

結果　全剖検例95,142例のうち，5歳以上で臨床診断名に「突然死」と記載されたものは313例

であった。このうち225例（72％）で剖検により死因が同定された。心血管系病変が140例を

占め，その過半数が急性心筋梗塞であった。次いで呼吸器系病変が35例，脳血管系病変と消

化器系病変がそれぞれ17例であった。死因が同定されなかった88例のうち55例に心肥大や心

筋の虚血性変化などの心所見が認められた。剖検によっても死因が同定されなかった突然死

の症例は，同定された症例と比べて男性で有意に若かった（52.8歳対60.4歳）。また心臓の

異常所見も他の重篤な器質的病変もみられなかったものは23例あり，20代後半から40代に集

中していた。

結論　病理剖検によって，臨床的に原因不明の突然死においても心血管系病変は最も重要な原因

であることが示唆された。突然死の原因解明のために，剖検をより一層推進する必要がある

と考えられた。
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